












AO 入試・推薦入試によって選抜された学生が増えている。平成 20 年 3 月に中央教育審
議会大学部会制度・教育部門が発表した「学士課程教育の構築に向けて」によると、日本




































実施し、これらの入試を経て入学する学生が、全定員 220 名中、120 名と約半数を占めて
いる。また、2006 年度まで、AO 入試での入学決定者については、ブックレポートなどの
課題を課す入学前教育を行ってきた。このような社会科学に関する入学前教育に加えて、




































⑴ E-learning による入学前教育：2007、2008 年度




2.1.  E-learning による入学前教育
　前述のように、島根県立大学では 2007 年度より入学前教育（英語）を開始したが、開
始当初のそれは、E-learning を使用したものであった。E-learning を教育手段として選択







対策として入学前教育の計画の策定を行った。2007 年度は、以下の 2 つの課題を行わせた。







































































島根県立大学『総合政策論叢』第 25 号（2013 年 2 月）
　
　上のように、1 ページ目にテキストを学習してノート作成させ、2 ページ目に学習の反
省と質問を書かせ、3、4 ページ目にテキストの練習問題と発展課題を行わせた。この 4 ペー
ジを毎週、大学に返送させ学習内容のチェックと質問への回答、練習問題、課題の採点を
行って到着後 1 週間程度で返送した。
　2009、2010 年度の 2 年間にわたって、このプリント学習による入学前教育を実施した。




























































































































































⑴ 2007 年度　『E-learning による入学前教育 ( 英語 ) とその効果の検証』
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